
地
元
町
会
の
要
望
を
受
け
て
ス
タ
ー
ト
し
た「
荻
外
荘
」の
保
存
と
復
原
整
備

地
元
10
町
会
が
杉
並
区
に

要
望
書
を
提
出

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
、
荻
外
荘
に
住

ま
わ
れ
て
い
た
近
衞
文
麿
の
次
男
・
通
隆
氏

が
亡
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
失
わ
れ

る
可
能
性
も
あ
っ
た
荻
外
荘
を
残
し
て
ほ
し

い
と
い
う
声
が
あ
が
り
、
杉
並
区
は
、
地
元

10
町
会
長
連
名
に
よ
る
要
望
書
を
受
け
取
り

ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
杉
並
区
は
平
成
26

（
２
０
１
４
）
年
に
荻
外
荘
の
土
地
と
建
物

を
取
得
。
翌
年
に
は
今
後
の
荻
外
荘
の
あ
り

方
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
の
ほ
か
、
庭
園

及
び
建
物
の
整
備
・
利
活
用
や
管
理
運
営
に

つ
い
て
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
「（
仮
称
）

荻
外
荘
公
園
基
本
構
想
」
を
策
定
し
ま
し

た
。保

存
活
用
計
画
、基
本
計
画
を

経
て
、復
原
整
備
工
事
へ

荻
外
荘
は
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
、

昭
和
前
期
の
政
治
の
転
換
点
と
な
る
重
要
な

会
議
が
数
多
く
行
わ
れ
た
場
所
と
し
て
、
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
区
は
平
成
29

（
２
０
１
７
）
年
、
基
本
構
想
に
基
づ
く

「
荻
外
荘
保
存
活
用
計
画
」
を
策
定
し
、
荻

外
荘
の
史
跡
と
し
て
の
価
値
と
構
成
要
素
を

適
切
に
保
存
・
活
用
し
て
確
実
に
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
の
方
針
、
方
法
等
を
定
め
ま

し
た
。
続
く
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
に

は
、
荻
外
荘
を
公
園
と
し
て
公
開
・
活
用
す

る
た
め
に
必
要
と
な
る
手
続
き
、
整
備
手

法
、
運
営
手
法
な
ど
を
提
案
し
具
体
化
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「（
仮
称
）
荻
外
荘
公

園
整
備
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
令
和
４

（
２
０
２
２
）
年
に
復
原
整
備
工
事
に
着
手

し
ま
し
た
。

復
原
整
備
工
事
を
担
当
し
た
の
は
、
株
式

会
社
竹
中
工
務
店
で
す
。
な
お
、
も
と
も
と

入
澤
達
吉
の
別
邸
と
し
て
建
て
ら
れ
た
当
時

の
施
工
者
は
「
合
同
会
社
竹
中
工
務
店
」
を

設
立
し
た
第
14
代
竹
中
藤
右
衛
門
で
し
た
。

荻
外
荘
公
園
開
園
式
と

荻
外
荘
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト

復
原
整
備
工
事
で
は
、
荻
外
荘
を
近
衞
文

麿
が
住
ん
で
い
た
当
時
の
姿
に
復
原
す
る
た

め
、
建
物
を
一
度
解
体
し
、
取
り
外
し
た
部

材
を
組
み
直
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
声
を

き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
復
原
整
備
の
取
り
組

み
は
、
約
10
年
の
時
を
経
て
、
令
和
６

（
２
０
２
４
）
年
12
月
、
荻
外
荘
公
園
開
園

と
い
う
形
で
実
現
し
ま
し
た
。

杉
並
区
は
、
12
月
８
日
に
荻
外
荘
公
園
南

側
芝
生
広
場
で
開
園
式
を
、
12
月
15
日
に
は

杉
並
公
会
堂
大
ホ
ー
ル
で
完
成
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
荻
外
荘
の
復
原
に
関
し
て
ご
指
導
い

た
だ
い
た
工
学
院
大
学
の
後
藤
治
氏
と
荻
外

荘
展
示
棟
（
５
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
設
計
を
担

当
さ
れ
た
建
築
家
の
隈
研
吾
氏
に
よ
る
有
識

者
対
談
、
活
動
弁
士
坂
本
頼
光
氏
に
よ
る
無

声
映
画
の
上
映
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会

場
と
な
っ
た
杉
並
公
会
堂
と
し
て
も
、
冠
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
「
荻
外
荘
完
成
記
念 

六
代

目
神
田
伯
山
独
演
会
」
を
実
施
し
て
く
だ
さ

り
、
い
ず
れ
も
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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杉並区

医
学
者
入
澤
達
吉
の
別
邸
と
し
て

昭
和
２（
１
９
２
７
）年
に
創
建

杉
並
区
は
昨
年
12
月
、
荻
窪
駅
南
側
の
閑

静
な
住
宅
街
に
荻
外
荘
公
園
を
開
園
し
ま
し

た
。
敷
地
の
高
台
に
歴
史
的
建
築
物
が
建
ち
、

そ
の
南
側
に
は
明
る
い
芝
生
広
場
が
広
が
り
、

周
辺
に
は
ケ
ヤ
キ
や
マ
ツ
、
ク
ス
ノ
キ
な
ど

の
大
木
も
見
ら
れ
ま
す
。
現
在
「
荻
外
荘
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
の
建
物
は
、
昭
和
２

（
１
９
２
７
）
年
、
大
正
天
皇
の
侍
医
頭
を
務

め
て
い
た
入
澤
達
吉
の
別
邸
と
し
て
建
て
ら

れ
ま
し
た
。
設
計
者
は
、
築
地
本
願
寺
な
ど

を
手
掛
け
た
日
本
を
代
表
す
る
建
築
家
の
伊

東
忠
太
で
す
。
庭
に
入
澤
が
愛
し
た
と
い
う

カ
エ
デ
の
木
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
入
澤
は

こ
こ
を
「
楓
荻
荘
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

政
治
家
近
衞
文
麿
に
譲
渡
さ
れ

日
本
の
歴
史
の
舞
台
と
な
る

そ
の
後
、
内
閣
総
理
大
臣
と
な
っ
た
近
衞

文
麿
が
、
こ
の
別
邸
と
周
囲
の
環
境
を
気
に

入
り
、
健
康
の
相
談
相
手
で
あ
っ
た
入
澤
か

ら
譲
り
受
け
、
昭
和
12
（
１
９
３
７
）
年
か

ら
住
み
始
め
ま
し
た
。「
荻
外
荘
」
と
い
う

呼
び
名
は
、
近
衞
の
後
見
人
・
西
園
寺
公
望

が
荻
窪
に
移
っ
た
近
衞
の
体
調
良
好
に
祝
意

を
込
め
て
命
名
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
衞
は
心
身
の
休
養
の
た
め
に
こ
こ
で

暮
ら
す
こ
と
を
決
め
た
の
で
す
が
、
次
第

に
国
家
の
重
要
な
会
談
の
場
と
し
て
使
用

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
近
衞
は
、
昭
和

15
（
１
９
４
０
）
年
に
は
日
独
伊
三
国
同
盟

締
結
へ
と
つ
な
が
る
「
荻
窪
会
談
」
を
、
昭

和
16
（
１
９
４
１
）
年
に
は
日
米
開
戦
回
避

の
た
め
の
「
荻
外
荘
会
談
」
を
行
い
ま
し

た
。
終
戦
後
の
昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年
、

Ａ
級
戦
犯
の
容
疑
を
か
け
ら
れ
た
近
衞
は
、

荻
外
荘
の
書
斎
で
自
決
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
、
戦

後
５
度
に
わ
た
り
内
閣
を
組
織
し
た
吉
田
茂

が
移
り
住
み
ま
す
。
翌
年
に
は
第
二
次
吉
田

内
閣
組
閣
の
人
事
構
想
の
場
と
な
り
ま
す

が
、
同
年
に
吉
田
は
こ
こ
を
去
り
ま
す
。
昭

和
35
（
１
９
６
０
）
年
に
建
物
の
東
側
半
分

に
あ
た
る
玄
関
棟
と
客
間
棟
が
豊
島
区
内
へ

移
築
さ
れ
、
昭
和
37
（
１
９
６
２
）
年
に
は

敷
地
南
側
の
池
が
埋
め
ら
れ
ま
し
た
。

政
治
の
転
換
点
と
な
る
重
要
な
会
談
が
数
多
く
行
わ
れ
た「
荻
外
荘
」の
歴
史

昨
年
12
月
、杉
並
区
荻
窪
に
荻
外
荘
公
園
が
開
園
し
ま
し
た
。「
荻
外
荘
」は
内
閣
総
理
大
臣
を
３
度
務
め
た
政

治
家
近
衞
文
麿
の
旧
宅
で
、国
の
史
跡
で
す
。杉
並
区
は
、こ
の
場
所
を
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
地
域
か
ら
の
要

望
を
受
け
、約
10
年
に
わ
た
る
復
原
整
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。今
年
７
月
に
は
展
示
室
、カ
フ
ェ
、シ
ョ
ッ
プ
を

備
え
た
展
示
棟
も
オ
ー
プ
ン
し
、荻
窪
の
歴
史
や
文
化
を
知
り
、憩
え
る
場
所
と
し
て
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

杉
並
区
立
荻て

き

外が
い

荘そ
う

公
園
と
荻
外
荘
展
示
棟
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地
元
町
会
の
要
望
を
受
け
て
ス
タ
ー
ト
し
た「
荻
外
荘
」の
保
存
と
復
原
整
備

地
元
10
町
会
が
杉
並
区
に

要
望
書
を
提
出

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
、
荻
外
荘
に
住

ま
わ
れ
て
い
た
近
衞
文
麿
の
次
男
・
通
隆
氏

が
亡
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
失
わ
れ

る
可
能
性
も
あ
っ
た
荻
外
荘
を
残
し
て
ほ
し

い
と
い
う
声
が
あ
が
り
、
杉
並
区
は
、
地
元

10
町
会
長
連
名
に
よ
る
要
望
書
を
受
け
取
り

ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
杉
並
区
は
平
成
26

（
２
０
１
４
）
年
に
荻
外
荘
の
土
地
と
建
物

を
取
得
。
翌
年
に
は
今
後
の
荻
外
荘
の
あ
り

方
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
の
ほ
か
、
庭
園

及
び
建
物
の
整
備
・
利
活
用
や
管
理
運
営
に

つ
い
て
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
「（
仮
称
）

荻
外
荘
公
園
基
本
構
想
」
を
策
定
し
ま
し

た
。保

存
活
用
計
画
、基
本
計
画
を

経
て
、復
原
整
備
工
事
へ

荻
外
荘
は
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
、

昭
和
前
期
の
政
治
の
転
換
点
と
な
る
重
要
な

会
議
が
数
多
く
行
わ
れ
た
場
所
と
し
て
、
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
区
は
平
成
29

（
２
０
１
７
）
年
、
基
本
構
想
に
基
づ
く

「
荻
外
荘
保
存
活
用
計
画
」
を
策
定
し
、
荻

外
荘
の
史
跡
と
し
て
の
価
値
と
構
成
要
素
を

適
切
に
保
存
・
活
用
し
て
確
実
に
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
の
方
針
、
方
法
等
を
定
め
ま

し
た
。
続
く
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
に

は
、
荻
外
荘
を
公
園
と
し
て
公
開
・
活
用
す

る
た
め
に
必
要
と
な
る
手
続
き
、
整
備
手

法
、
運
営
手
法
な
ど
を
提
案
し
具
体
化
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「（
仮
称
）
荻
外
荘
公

園
整
備
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
令
和
４

（
２
０
２
２
）
年
に
復
原
整
備
工
事
に
着
手

し
ま
し
た
。

復
原
整
備
工
事
を
担
当
し
た
の
は
、
株
式

会
社
竹
中
工
務
店
で
す
。
な
お
、
も
と
も
と

入
澤
達
吉
の
別
邸
と
し
て
建
て
ら
れ
た
当
時

の
施
工
者
は
「
合
同
会
社
竹
中
工
務
店
」
を

設
立
し
た
第
14
代
竹
中
藤
右
衛
門
で
し
た
。

荻
外
荘
公
園
開
園
式
と

荻
外
荘
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト

復
原
整
備
工
事
で
は
、
荻
外
荘
を
近
衞
文

麿
が
住
ん
で
い
た
当
時
の
姿
に
復
原
す
る
た

め
、
建
物
を
一
度
解
体
し
、
取
り
外
し
た
部

材
を
組
み
直
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
声
を

き
っ
か
け
に
始
ま
っ
た
復
原
整
備
の
取
り
組

み
は
、
約
10
年
の
時
を
経
て
、
令
和
６

（
２
０
２
４
）
年
12
月
、
荻
外
荘
公
園
開
園

と
い
う
形
で
実
現
し
ま
し
た
。

杉
並
区
は
、
12
月
８
日
に
荻
外
荘
公
園
南

側
芝
生
広
場
で
開
園
式
を
、
12
月
15
日
に
は

杉
並
公
会
堂
大
ホ
ー
ル
で
完
成
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
荻
外
荘
の
復
原
に
関
し
て
ご
指
導
い

た
だ
い
た
工
学
院
大
学
の
後
藤
治
氏
と
荻
外

荘
展
示
棟
（
５
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
設
計
を
担

当
さ
れ
た
建
築
家
の
隈
研
吾
氏
に
よ
る
有
識

者
対
談
、
活
動
弁
士
坂
本
頼
光
氏
に
よ
る
無

声
映
画
の
上
映
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
会

場
と
な
っ
た
杉
並
公
会
堂
と
し
て
も
、
冠
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
「
荻
外
荘
完
成
記
念 

六
代

目
神
田
伯
山
独
演
会
」
を
実
施
し
て
く
だ
さ

り
、
い
ず
れ
も
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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荻
外
荘
公
園
の
近
隣
に
位
置
す
る
大
田
黒
公
園
と
角
川
庭
園

音
楽
評
論
家
大
田
黒
元
雄
の

屋
敷
跡「
大
田
黒
公
園
」

杉
並
区
で
は
、
荻
窪
駅
南
側
エ
リ
ア
に
あ

る
荻
外
荘
公
園
、
大
田
黒
公
園
、
そ
し
て
角

川
庭
園
を
合
わ
せ
て
「
荻
窪
三
庭
園
」
と
称

し
て
い
ま
す
。
大
田
黒
公
園
は
、
音
楽
評
論

家
・
大
田
黒
元
雄
の
屋
敷
跡
を
杉
並
区
が
回

遊
式
日
本
庭
園
と
し
て
整
備
し
、
昭
和
56

（
１
９
８
１
）
年
に
開
園
し
ま
し
た
。
樹
齢
百

年
を
超
え
る
イ
チ
ョ
ウ
並
木
や
も
み
じ
な
ど
の

紅
葉
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
、
敷
地
内
に
あ

る
記
念
館
は
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登

録
さ
れ
て
お
り
、
館
内
に
は
、
大
田
黒
が
愛

用
し
て
い
た
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
社
の
１
９
０
０

年
製
造
の
ピ
ア
ノ
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

角
川
書
店
創
業
者
角
川
源
義
の

旧
邸
宅「
角
川
庭
園
」

角
川
書
店
の
創
業
者
で
俳
人
だ
っ
た
角
川

源
義
の
邸
宅
を
寄
贈
さ
れ
た
杉
並
区
が
平
成

21
（
２
０
０
９
）
年
よ
り
一
般
公
開
し
て
い

る
庭
園
で
、
俳
句
を
よ
む
た
め
の
草
花
を
四

季
折
々
に
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
詩
歌
室
や

茶
室
の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。
敷
地

内
に
あ
る
「
幻
戯
山
房
（
旧
角
川
家
住
宅
主

屋
）
」
は
、
俳
句
仲
間
で
も
あ
っ
た
建
築

家
・
加
倉
井
昭
夫
が
設
計
し
、
昭
和
30

（
１
９
５
５
）
年
に
建
て
ら
れ
た
近
代
数
寄

屋
建
築
で
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

荻外荘公園 �
住　　所：東京都杉並区荻窪 2-43-36
電　　話：03-6383-5711
開園時間：9:00 〜 17:00（最終入園 16:30）
休 園 日：��水曜日、年末年始（12/29 〜 1/1）�

（芝生広場は年末年始のみ休園）
入 館 料：��一般 300 円、小・中学生 150円�

（就学前の子どもは無料）
https://ogikubo3gardens.jp/tekigaiso/

大田黒公園 �
住　　所：東京都杉並区荻窪 3-33-12
電　　話：03-3398-5814
開園時間：9:00 〜 17:00（最終入園 16:30）
休 園 日：水曜日、年末年始（12/29 〜 1/1）
入 園 料：無料
https://ogikubo3gardens.jp/ootaguro/

角川庭園 �
住　　所：東京都杉並区荻窪 3-14-22
電　　話：03-6795-6855
開園時間：9:00 〜 17:00（最終入園 16:30）
休 園 日：水曜日、年末年始（12/29 〜 1/1）
入 園 料：無料
https://ogikubo3gardens.jp/kadokawa/

荻外荘公園、大田黒公園、荻外荘公園、大田黒公園、
角川庭園を角川庭園を
「荻窪三庭園」「荻窪三庭園」
�� と呼んでいます。と呼んでいます。
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角川庭園　提供：荻窪三庭園

荻窪三庭園map

荻窪駅荻窪駅

街

「
荻
外
荘
通
り
」

桃井第二
小学校

大田黒公園大田黒公園

角川庭園角川庭園

中央
図書館

荻窪
高校

荻窪地域
区民センター

西郊
ロッヂング

青梅街道

荻外荘公園荻外荘公園

大田黒公園　提供：杉並区

未来への取り組み～ 23 区の未来図～

住
宅
街
に
溶
け
込
む
展
示
棟
で

荻
窪
の
歴
史
や
文
化
を
知
る

荻
外
荘
公
園
開
園
か
ら
７
カ
月
後
の
７
月

16
日
、
荻
外
荘
公
園
の
東
側
向
か
い
に
「
荻

外
荘
展
示
棟
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
荻

窪
三
庭
園
を
巡
る
際
の
休
憩
場
所
と
し
て
整

備
し
た
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
公
共
ス

ペ
ー
ス
で
、
荻
窪
の
歴
史
や
文
化
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

建
物
の
設
計
は
、
新
国
立
競
技
場
な
ど
を

手
が
け
た
隈
研
吾
建
築
都
市
設
計
事
務
所
が

担
当
し
ま
し
た
。
坂
の
途
中
に
や
わ
ら
か
く

浮
か
ぶ
多
角
形
の
屋
根
が
特
徴
で
、
住
宅
街

に
溶
け
込
む
あ
た
た
か
み
の
あ
る
低
層
階
の

建
物
で
す
。
１
階
は
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓
か
ら

庭
の
木
々
や
荻
外
荘
を
眺
め
ら
れ
る
カ
フ
ェ
と

シ
ョ
ッ
プ
、
２
階
は
屋
根
裏
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
の
展
示
室
に
な
っ
て
い
ま
す
。
展
示
室
で
は

「
荻
窪
　
実
業
家
、
政
治
家
、
芸
術
家
た
ち
の

す
ご
し
た
ま
ち
」
と
題
し
た
常
設
展
に
よ
り

荻
窪
ゆ
か
り
の
文
化
人
や
ま
ち
の
成
り
立
ち

を
紹
介
、「
近
衞
家
　
荻
窪
で
の
く
ら
し
」
と

題
し
た
特
別
展
（
11
月
３
日
ま
で
）
で
は
近

衞
文
麿
を
「
荻
窪
に
住
み
、
荻
外
荘
を
愛
し

た
近
衞
さ
ん
」
と
し
て
紹
介
し
、
資
料
や
荻

外
荘
に
残
る
遺
愛
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

杉
並
区
の
お
い
し
い
も
の
に

出
会
え
る
カ
フ
ェ
と
シ
ョ
ッ
プ

１
階
に
あ
る
カ
フ
ェ
で
は
、
杉
並
区
内
の

銘
店
の
お
菓
子
と
飲
み
物
を
楽
し
め
ま
す
。

た
と
え
ば
夏
季
シ
ー
ズ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
の

「
か
き
氷
」
は
、
い
ち
ご
味
に
は
杉
並
区
成
田

東
に
あ
る
寅
印
菓
子
屋
の
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
を
、

抹
茶
味
に
は
杉
並
区
阿
佐
谷
南
に
あ
る
東
京

繁
田
園
茶
舗
の
抹
茶
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
「
杉
並
区
の
お
い
し
い
も
の
」
は
、

荻
窪
三
庭
園
の
運
営
パ
ー
ト
ナ
ー
（
指
定
管

理
者
）
で
和
菓
子
の
虎
屋
の
グ
ル
ー
プ
会
社

で
あ
る
株
式
会
社
虎
玄
の
ス
タ
ッ
フ
が
区
内

の
お
店
を
実
際
に
訪
ね
歩
い
て
セ
レ
ク
ト
し

ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
ス
イ
ー
ツ
セ
ッ
ト

（
杉
並
区
内
の
お
菓
子
と
お
茶
ま
た
は
コ
ー

ヒ
ー
の
セ
ッ
ト
）、
フ
ー
ド
セ
ッ
ト
（
杉
並
区

内
の
お
に
ぎ
り
ま
た
は
パ
ン
と
お
茶
ま
た
は

コ
ー
ヒ
ー
の
セ
ッ
ト
）
な
ど
が
あ
り
、
一
部

メ
ニ
ュ
ー
は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
可
能
で
す
。

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
荻
外
荘
オ
リ
ジ
ナ
ル
て

ぬ
ぐ
い
や
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
、
荻
外
荘
の

壁
紙
の
柄
を
使
っ
た
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
や
ク

リ
ア
フ
ァ
イ
ル
、
荻
窪
三
庭
園
の
マ
ー
ク
付

き
ボ
ト
ル
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
販
売

し
て
い
ま
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
う
ち
、

杉
並
区
が
発
売
元
と
な
っ
て
い
る
商
品
は
、

そ
の
売
上
げ
の
全
て
を
「
杉
並
区
み
ど
り
の

基
金
」
に
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

杉
並
区
の
新
た
な
名
所
と
し
て
、

文
化
活
動
の
場
と
し
て
も
活
用

荻
外
荘
公
園
が
開
園
し
て
10
カ
月
、
展
示

棟
が
オ
ー
プ
ン
し
て
３
カ
月
が
経
ち
ま
し

た
。
年
間
の
来
訪
者
２
万
４
０
０
０
人
を
予

定
し
て
い
た
と
こ
ろ
、半
年
で
３
万
５
０
０
０

人
と
い
う
う
れ
し
い
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

杉
並
区
の
新
た
な
名
所
で
あ
る
「
荻
窪
三
庭

園
」
に
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
々
に
ご
来

訪
い
た
だ
き
、
地
域
の
文
化
的
・
歴
史
的
資

源
に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。
歴
史
の
転
換
点
と
な
っ
た
荻
外
荘
は
、

伊
東
忠
太
が
設
計
し
た
現
存
す
る
数
少
な
い

邸
宅
建
築
の
１
つ
で
す
の
で
、
歴
史
に
興
味

の
あ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
建
築
が
好
き
な
方

に
と
っ
て
も
見
ご
た
え
の
あ
る
場
所
で
す
。

大
田
黒
公
園
で
の
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
ピ

ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
、
荻
外
荘
で
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
な
ど
、
荻
窪
三

庭
園
を
文
化
活
動
の
場
と
し
て
活
用
す
る
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
も
進
行
し
て
い
ま
す
。

「
荻
窪
三
庭
園
」巡
り
の
拠
点
と
し
て
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
荻
外
荘
展
示
棟

荻外荘展示棟
住所：東京都杉並区荻窪2-42-12
営業時間：１階ショップ9:00〜17:00
　　　　 １階カフェ10:00〜16:00
　　　　 ２階展示室9:00〜17:00（最終入室16:30）
開館日・営業日は荻外荘公園に準じます。展示替えの
ため見学できない期間があります。
https://ogikubo3gardens.jp/tekigaiso/tenjitou/
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荻外荘展示棟カフェ　提供：杉並区

荻外荘展示棟２階展示室　提供：荻窪三庭園

提供：荻窪三庭園提供：荻窪三庭園

杉並区
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史
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７
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や
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、
新
国
立
競
技
場
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を
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建
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の
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庭
の
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や
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外
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を
眺
め
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れ
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フ
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、
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は
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ジ
の
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に
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て
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ま
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あ
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ニ
ュ
ー
は
テ
イ
ク
ア
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０
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と
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が
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ま
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に
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で
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に
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紅
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、
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ア
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ト
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場
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。

「
荻
窪
三
庭
園
」巡
り
の
拠
点
と
し
て
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
荻
外
荘
展
示
棟

荻外荘展示棟
住所：東京都杉並区荻窪2-42-12
営業時間：１階ショップ9:00〜17:00
　　　　 １階カフェ10:00〜16:00
　　　　 ２階展示室9:00〜17:00（最終入室16:30）
開館日・営業日は荻外荘公園に準じます。展示替えの
ため見学できない期間があります。
https://ogikubo3gardens.jp/tekigaiso/tenjitou/
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荻外荘展示棟カフェ　提供：杉並区

荻外荘展示棟２階展示室　提供：荻窪三庭園

提供：荻窪三庭園提供：荻窪三庭園

杉並区
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